
伊賀市　事務事業事前評価シート 新規・ソフト事業

コード 名               称
担当部課名 企画振興部企画調整課

事 業 名 3028 人材ネットワーク形成事業
作成者氏名 山下　章光

基本施策 54 地域資源を活かして、他地域と交流する
連   絡   先 22-9620

事業の計画・内容

事
業
の
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）
東京･大阪を中心に伊賀市出身者で官公庁勤務者、企業代表者の
ネットワークを形成する。

地域活性化のアイデアや有益な情報をえ、それを活かした施策を展開する
ことができる。

本
年
度
事
業
内
容

東京･大阪を中心に伊賀市出身者のネットワークを形成を図るため、交流会を開催する。

開始年度 平成 19 年度 終了年度 平成 20 年度 根拠法令・要綱等

投入資源 活動指標
H19 H20 H21

活動指標 単位
目標値

①投入人員 正規職員 （人） 0.2 0.2 平成 19 年度

大阪での交流会の開催
（20年度は東京開催）

回 1

人件費合計（A） 1,440 1,440 0

②支出内訳 事業費（B) 1,000 1,283 0

（千円） 報償費 150 150 0
使用料 450 450
旅費 157 440
その他 243 243

合計（A+B) 2,440 2,723 0

③財源内訳 特定財源 国県支出金

（千円） 地方債
受益者負担
その他特財

一般財源 2,440 2,723 0
上記①～③に関する特記事項

評価指標
事業の目的の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位 H19目標値

地域活性化のアイデアや有益な情報を
活かした施策数

地域活性化のアイデアや有益な情報を活かした施策を実施することを指標とす
る。

件 1

評
　
　
　
　
　
　
　
価

必要性 3 人口減少を食い止めるため、地域活性化のアイデアや有益な情報をえることが必要である。

有効性 3 地域活性化のアイデアや有益な情報をえることにより、それを活かした施策を展開することができる。

効率性 3 若年層の定着と地域の活性化が図れる。

総合評価

Ｂ
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